
 

 

 

 

令和７年度 事業報告書 
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一般財団法人 油脂工業会館 
（令和８年 5月 22日 理事会提出） 

  



令和７年度 事業報告 
 
Ⅰ．事業の状況について 
 令和７年度も定款に掲げる全事業を実施した。 

 
１．油脂工業に関する調査研究への助成  （定款 第 4条第 1項関係） 
（1）若手研究者の育成を目的とした「研究助成制度」は、下記３名の方々に助成を 
  行った。 

●東京理科大学工学部工業化学科       矢田 詩歩 氏 
●京都大学大学院生命科学研究科     西田 朱里 氏 
●東洋大学食環境科学部食環境科学科     杉本 光輝 氏 

 
（2）公益社団法人日本油化学会（以下「日本油化学会」という）の学術「Journal of  
  Oleo Science」 の出版事業の助成を行った。 

 また、この学術誌掲載の中から優秀論文に贈る「エディター賞」及び 若手 
研究者を対象とした「ヤングフェロー賞」の研究奨励金を寄附した。 

 
２．油脂工業に関する技術、経営の向上に寄与する （定款 第 4条第 2項関係） 
   優秀論文の表彰 
（1）｢第 26回油脂優秀論文受賞講演会｣は、令和 7年９月５日に、信州大学 長野 

（工学）キャンパスにてオンライン配信との併用で開催した。オンラインを含め
た参加は約 200名以上。 

 
（2）令和 7年度油脂産業論文は応募件数が 13編だったため、内部審査委員会は 

開催せず、12月 3日に合同審査委員会で全論文の審査を行った。内部審査委員
の評価が拮抗していたため、外部審査員の評価も併せ上位 5編を選出。最終的
に、下記の論文を第 57回油脂産業論文優秀賞に選定した。 

 
【最優秀賞】 
 課題テーマ：持続可能な社会と油脂産業の未来 
   論文題名：劣化地を価値に変えるポンガミア植栽と次世代の 

精製・収益化システムによる環境親和型油脂産業の提案 
 執 筆 者：ミヨシ油脂株式会社  真鍋 宜隆 氏 
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【優 秀 賞】 
  課題テーマ：持続可能な社会と油脂産業の未来 
  論文題名：シロアリがつなぐアフリカ油脂自給と環境型社会  

～ミクロな生物が動かすマクロな社会経済循環～ 
  執 筆 者：花王株式会社   野中 伸洋 氏                                                  
       入江 裕 氏 
【優 秀 賞】 
 課題テーマ：油脂産業と他産業との連携イノベーション 
 論 文 題 名：油脂産業と情報通信技術の連携で実現する 

デング熱・マラリア低減プラットフォーム 
 執 筆 者：花王株式会社   難波 綾 氏 
 
(3) 令和７年度油脂技術論文の審査委員会を 11月 28日、宮下審査委員長ほか内部 
 審査委員が出席して開催し、推薦論文 20編の中から、下記の論文を第 69回油脂 
 技術論文優秀賞に選定した。     （執筆者代表３名以内を記載） 
 
【最優秀賞】 

論文題名：台所用洗剤の泡に関する研究 
：非イオン界面活性剤の添加が起泡に与える影響 

 執 筆 者：ライオン株式会社   浅野 ほたか 氏 
元ライオン株式会社   野村 雅子 氏 
国立大学法人横浜国立大学  荒牧 賢治 氏 

 掲載誌名：Journal of Oleoscience,74(4),337-384(2025) 
【優 秀 賞】 
 論文題名：アニオン界面活性剤 C18バイオ IOSの CaCl2 水溶液中での 

会合挙動：ベシクルと支持層二重膜の形成 
 執 筆 者：花王株式会社   菅原 規 氏 
           坂井 隆也 氏 
        宮﨑 敦史 氏 
 掲載誌名：Langmuir 2024,40,21719-21727 
【優 秀 賞】 
 論文題名：二成分溶媒における蒸発誘導による TiO2ナノ粒子の 

凝集状態から分散状態への切り替え 

 執 筆 者：株式会社資生堂   福原 隆志 氏 
    株式会社資生堂   那須 昭夫 氏 
    国立大学法人東京農工大  稲澤 晋 氏 
 掲載誌名：Langmuir 2024, 40,22424-22432 
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（4）令和７年度油脂優秀論文表彰式は、毎年、当財団の創立記念日 2月 21日に開催
するが土曜日となるため、令和 8年２月 20日に経団連会館にて開催した。 

 
３．油脂工業に関する普及及び啓発    （定款 第 4条第 3項関係） 

 日本油化学会 各支部主催、油脂工業会館共催の地区講演会は、４地区で開催 
  した。 

実 施 日 地  区 テーマと会場 参 加 者 

06月 20日 東海支部 
「油脂とサステナビリティ」 

竹本油脂株式会社 R&Dセンターでの講演 
三河繊維技術センターの見学 

22名 

10月 29日 関西支部 
「油脂と脂質の基礎から応用までを 

体系的に学ぶ」 
大阪産業技術研究所森ノ宮センター 

41名 

11月 20日 関西支部 
「サステナブル社会の実現に貢献する油化学」 

金沢大学 
34名 

12月 06日 関東支部 
「もったいない”から始まる Yokohama 

Food Love ～食品廃棄物の再資源化～」 
神奈川大学 

32名 

 
４．油脂工業に関する情報の収集及び提供   （定款 第 4条第 4項関係） 

（1）定期講演会を当会館会議室において開催した。 
実 施 日 回 数 講師および演題 参 加 者 

05月 16日 第 86回 

文芸評論家 
京都市立芸術大学 非常勤講師  

三宅 香帆 氏 
『なぜ働いていると本が読めなくなるのか』 

48名 

10月 24日 第 87回 

東京大学大学院総合文化研究科准教授 
齋藤 幸平 氏 

『脱成長とこれからの経済社会 
～技術と成長を問い直す～』 

47名 

 
（2）研究会は今回で 24回目を数え、本年度は『DXによる油脂産業のサプライ
チェーン変革』をテーマとし、業界企業 8社より若手管理職クラスの方々8名
の参加により、精力的に活動を行い 有用な研究会報告書に纏め上げられた。 
研究会報告書は当財団のホームページに掲載し広く公開する。 
また、日本石鹸洗剤工業会・日本界面活性剤工業会・日本石鹸洗剤工業組合

の会員会社など、関係先に配布・提供する。 
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５．内外関係機関等との交流及び協力    （定款 第 4条第 5項関係） 
 東アジア各国の油化学関連の研究者・技術者に対する日本油化学会学術誌への 
 投稿支援ならびに同学会年会への参加費用の補助として、日本油化学会に対して 
 助成した。 
 

６．会館の管理運営      （定款 第 4条第 6項関係） 

 (1) ビル賃貸事業は、令和 8年 3月末で退出されるテナント様が 2件ありましたが
無事に入居者も決まりました。満室を維持している。 

 (2) 設備工事等については、 
・ セントラル空調（冷温水発生機）更新 
・ 3階 テナント 個別空調更新 
・ 地階 1階 空調機整備 
・ 小・中会議室 プロジェクター更新 
及び 小規模の工事を実施し、建物の維持管理はもとより入居者への 
利便性向上に努めた。 

 
Ⅱ．総務の状況について 
１．公益法人制度対応 

 令和 6年度の公益目的支出計画実施報告書は、令和 7年開催の評議員会決議後
遅滞なく届出し、内閣府にて承認された。 

 
２．役員会に関する事項 
（1）令和 7年 5月 27日、定時理事会を帝国ホテルにて開催した。 
 〇理事会：理事 8名、監事 3名 

 報告事項１：令和 6年度事業報告の件 
 報告事項２：理事長及び専務理事の職務執行状況報告の件 
 決議事項１：令和 6年度計算書類承認の件 
 決議事項２：評議員及び監事の任期満了に伴う後任候補者承認の件  
 決議事項３：評議員会招集の件 
議事経過については議事録の通りである。 

 
（2）定時評議員会は、令和 7年５月２7日、代表理事 澤田道隆より下記議案について 
   評議員全員に対し提案を行い、令和 7年６月 10日迄に当該提案について同意 

する旨の書面を受領したことから、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律 
   第１９４条第１項、並びに当法人定款第２１条に基づき当該提案を可決する旨の 
   評議員会の決議があったものとみなした。 

－４－ 



○評議員会：評議員 7名、理事２名、監事１名 
決議事項１：令和 6年度計算書類承認の件 

 決議事項２：評議員、理事及び監事の任期満了に伴う後任候補者承認の件 
議事経過については議事録の通りである。 
 

（3）令和 8年３月 25日、定時理事会を油脂工業会館にて開催した。 
   〇理事会：出席理事 7名、監事 3名 

 決議事項１：令和 8年度事業計画(案)、収支予算(案)承認の件 
 報 告 事 項：理事長及び専務理事の職務執行状況報告の件 
       公益事業の見直し状況の報告の件 
議事経過については議事録の通りである。 

 
以上 

 

－５－ 



（単位：円）

資産の部 1
〔流動資産〕 2
　現金 3 146,492 143,399 3,093
　銀行預金 4 145,937,067 195,581,063 △ 49,643,996
　現金預金等 5 21,827,832 11,986,982 9,840,850
  前払金 6 255,400 △ 255,400
  仮払金 7 134,983 △ 134,983
　未収金 8 36,300 30,250 6,050
　未収消費税等 9 1,323,300 1,323,300
　未収利息 10 1,467,518 719,600 747,918

流動資産合計 11 170,738,509 208,851,677 △ 38,113,168
〔固定資産〕 12
　（基本財産） 13

　基本財産土地 14 1,000,000 1,000,000 0
基本財産合計 15 1,000,000 1,000,000 0

　（特定資産） 16
　基本財産積立資産 17 73,058,160 72,746,082 312,078
　論文基金引当資産 18 44,000,500 44,000,500 0
　建物改修引当資産 19 127,390,470 118,409,300 8,981,170
　退職給付引当資産 20 12,103,905 10,547,600 1,556,305
　預り敷金引当資産 21 98,335,140 98,622,300 △ 287,160
　研究助成引当資産 22 19,502,450 19,561,940 △ 59,490

特定資産合計 23 374,390,625 363,887,722 10,502,903
　（その他固定資産） 24

　基本財産建物 25 16,693,486 17,480,090 △ 786,604
　建物 26 102,188,931 106,851,443 △ 4,662,512
　建物附属設備 27 155,350,561 106,361,402 48,989,159
　什器備品 28 2,063,672 2,602,080 △ 538,408
　電話加入権等 29 213,943 213,943 0

その他固定資産合計 30 276,510,593 233,508,958 43,001,635
固定資産合計 31 651,901,218 598,396,680 53,504,538
資産の部合計 32 822,639,727 807,248,357 15,391,370

負債の部 33
〔流動負債〕 34

　未払消費税等 35 0 1,694,300 △ 1,694,300
　未払法人税等 36 17,785,700 17,486,700 299,000

     未払金 37 0 596,200 △ 596,200
　預り金 38 293,425 284,180 9,245
　前受金 39 19,928,568 20,338,582 △ 410,014

  　賞与引当金 40 643,900 612,566 31,334
流動負債合計 41 38,651,593 41,012,528 △ 2,360,935

〔固定負債〕 42
　預り敷金 43 104,784,200 104,500,200 284,000
　退職給付引当金 44 12,258,000 10,680,300 1,577,700

固定負債合計 45 117,042,200 115,180,500 1,861,700
負債の部合計 46 155,693,793 156,193,028 △ 499,235
正味財産の部 47

〔指定正味財産〕 48
　寄付金（土地） 49 1,000,000 1,000,000 0
　論文奨励賞基金 50 44,000,000 44,000,000 0

指定正味財産合計 51 45,000,000 45,000,000 0
（うち基本財産への充当額） 52 (1,000,000) (1,000,000) (0)
（うち特定資産への充当額） 53 (44,000,000) (44,000,000) (0)
〔一般正味財産〕 54
（うち特定資産への充当額） 55 (219,951,580) (182,830,534) (37,121,046)

一般正味財産合計 56 621,945,934 606,055,329 15,890,605
正味財産の部合計 57 666,945,934 651,055,329 15,890,605

負債及び正味財産合計 58 822,639,727 807,248,357 15,391,370

－６－

増　　減項番

貸借対照表
令和8年３月３１日現在

科　 　　目 当年度 前年度



（単位：円）

科 目 項番 当年度 前年度 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部 1
１. 経常増減の部 2

（1） 経常収益 3
① 特定資産運用収入 4

 特定資産利息収入 5 4,173,229 2,312,114 1,861,115
② 事業収益 6

 賃貸料収入 7 157,994,040 157,073,880 920,160
 共用費収入 8 22,914,840 22,916,550 △ 1,710

③ 雑収益 9
 受取利息 10 92,017 175,819 △ 83,802
 雑収入 11 2,664,741 3,729,855 △ 1,065,114

経常収益計 12 187,838,867 186,208,218 1,630,649
（2） 経常費用 13

① 事業費 14
給与手当 15 15,738,190 15,380,027 358,163
賞与 16 1,163,877 1,107,320 56,557
福利厚生費 17 2,795,003 2,777,411 17,592
賞与引当金繰入 18 611,705 581,938 29,767
退職給付費用 19 1,498,815 1,520,190 △ 21,375
旅費・宿泊費 20 608,814 603,597 5,217
式典費　 21 2,024,933 1,989,672 35,261
表彰金 22 2,900,000 2,940,000 △ 40,000
審査料 23 1,622,730 1,802,731 △ 180,001
講演費 24 606,000 636,982 △ 30,982
印刷製本費 25 826,138 822,230 3,908
通信費 26 205,712 201,624 4,088
寄附金 27 800,000 800,000 0
助成金　 28 4,000,000 4,000,000 0
共催金 29 1,000,000 1,000,000 0
交際費 30 349,835 358,337 △ 8,502
雑費 31 745,371 505,608 239,763
ビル管理委託費 32 40,926,539 40,958,180 △ 31,641
保守保全費 33 3,255,956 3,655,413 △ 399,457
修繕費 34 3,645,680 5,456,580 △ 1,810,900
光熱水料費 35 10,040,577 11,140,359 △ 1,099,782
備品費 36 2,498,730 1,634,313 864,417
消耗品費 37 1,186,374 1,310,411 △ 124,037
保険料 38 801,184 661,884 139,300
租税公課 39 26,654,786 26,592,220 62,566
交際費 40 1,221,688 1,266,113 △ 44,425
会議費 41 41,649 49,335 △ 7,686
交通費 42 337,860 326,381 11,479
印刷製本費 43 46,108 55,123 △ 9,015
通信費 44 352,587 323,133 29,454
諸会費 45 452,586 452,586 0
雑費 46 2,083,601 2,508,921 △ 425,320
減価償却費 47 21,191,871 18,699,038 2,492,833

② 管理費 48
給与手当 49 828,324 809,473 18,851
賞与 50 61,257 58,280 2,977
福利厚生費 51 147,092 146,174 918
賞与引当金繰入 52 32,195 30,628 1,567
退職給付費用 53 78,885 80,010 △ 1,125
役員会費 54 414,085 508,868 △ 94,783
ビル管理委託費 55 205,661 205,820 △ 159
保守保全費 56 16,362 18,369 △ 2,007
修繕費 57 18,320 27,420 △ 9,100
光熱水料費 58 50,456 55,982 △ 5,526
備品費 59 12,556 8,213 4,343
消耗品費 60 5,962 6,585 △ 623
保険料 61 4,026 3,326 700
租税公課 62 133,944 133,629 315
交際費 63 6,139 6,362 △ 223
会議費 64 209 248 △ 39
交通費 65 1,698 1,640 58
印刷製本費 66 232 277 △ 45
通信費 67 1,773 1,623 150
諸会費 68 2,274 2,274 0
雑費 69 10,471 12,608 △ 2,137
減価償却費 70 106,492 93,966 12,526

経常費用計 71 154,373,312 154,329,432 43,880
評価損益等調整前当期経常増減額 72 33,465,555 31,878,786 1,586,769

特定資産評価損益等 73 △ 1,530,807 △ 2,393,404 862,597
当期経常増減額 74 31,934,748 29,485,382 2,449,366

　２．経常外増減の部 75
（1） 経常外収益 76 0 0

経常外収益計 77 0 0 0
（2） 経常外費用 78

　固定資産除却損 79 2 441,594 △ 441,592
経常外費用計 80 2 441,594

当期経常外増減額 81 △ 2 △ 441,594 441,592
税引前当期一般正味財産増減額 82 31,934,746 29,043,788 2,890,958

法人税、住民税及び事業税 83 16,044,141 15,847,470 196,671
当期一般正味財産増減額 84 15,890,605 13,196,318 2,694,287
一般正味財産期首残高 85 606,055,329 592,859,011 13,196,318
一般正味財産期末残高 86 621,945,934 606,055,329 15,890,605

Ⅱ　指定正味財産増減の部 87
論文奨励賞基金収入 88 0 500,000 △ 500,000

　当期指定正味財産増減額 89 0 0 0
指定正味財産期首残高 90 45,000,000 44,500,000 500,000
指定正味財産期末残高 91 45,000,000 45,000,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 92 666,945,934 651,055,329 15,890,605

正味財産増減計算書
自令和7年４月１日　至令和8年３月３１日

－７－



その他会計
継１(表彰) 継２(助成) 継３(講演） 共通 小計 会館運営事業

Ⅰ一般正味財産の部 1
　１．経常増減の部 2

（１）経常収益 3
①特定資産運用収入 4
　特定資産利息収入 5 278,450 177,900 0 612,603 1,068,953 3,104,276 4,173,229

②会館運営事業収入 6
 賃貸料収入 7 157,994,040 157,994,040
 共用費収入 8 22,914,840 22,914,840

③雑収益 9
 受取利息 10 15,441 15,441 76,576 92,017

　雑収入 11 2,664,741 2,664,741
経常収益計 12 278,450 177,900 0 628,044 1,084,394 183,650,197 3,104,276 187,838,867

（２）経常費用 13
①事業費 14
　給与手当 15 1,656,651 1,656,651 14,081,539 15,738,190

        賞与 16 122,513 122,513 1,041,364 1,163,877
　福利厚生費 17 294,225 294,225 2,500,778 2,795,003
　賞与引当金繰入 18 64,390 64,390 547,315 611,705

       退職給付費用 19 157,770 157,770 1,341,045 1,498,815
　旅費・宿泊費 20 577,504 31,310 608,814 608,814

       式典費 21 2,024,933 2,024,933 2,024,933
     　表彰金 22 2,900,000 2,900,000 2,900,000

　　審査料 23 1,622,730 1,622,730 1,622,730
　　講演費 24 606,000 606,000 606,000

 印刷製本費 25 543,300 282,838 826,138 826,138
       通信費 26 102,437 87,047 16,228 205,712 205,712

　　寄附金 27 800,000 800,000 800,000
　　助成金 28 4,000,000 4,000,000 4,000,000
　　共催金 29 1,000,000 1,000,000 1,000,000

　交際費 30 235,290 114,545 349,835 349,835
　　　 雑費 31 11,100 2,700 56,700 674,871 745,371 745,371

　ビル管理委託費 32 616,983 616,983 40,309,556 40,926,539
　保守保全費 33 49,084 49,084 3,206,872 3,255,956

　　修繕費 34 54,960 54,960 3,590,720 3,645,680
　光熱水料費 35 151,365 151,365 9,889,212 10,040,577

　　備品費 36 37,669 37,669 2,461,061 2,498,730
　消耗品費 37 17,885 17,885 1,168,489 1,186,374
　保険料 38 12,078 12,078 789,106 801,184
　租税公課 39 401,831 401,831 26,252,955 26,654,786

　　交際費 40 18,417 18,417 1,203,271 1,221,688
       会議費 41 628 628 41,021 41,649
　　　交通費 42 5,093 5,093 332,767 337,860

 印刷製本費 43 695 695 45,413 46,108
      通信費 44 5,315 5,315 347,272 352,587

　　諸会費 45 6,823 6,823 445,763 452,586
　雑費 46 31,411 31,411 2,052,190 2,083,601
　減価償却費 47 319,476 319,476 20,872,395 21,191,871

②管理費 48
　給与手当 49 828,324 828,324
 賞与 50 61,257 61,257

　福利厚生費 51 147,092 147,092
　賞与引当金繰入 52 32,195 32,195

　退職給付費用 53 78,885 78,885
       役員会費 54 414,085 414,085

　ビル管理委託費 55 205,661 205,661
　保守保全費 56 16,362 16,362

　　修繕費 57 18,320 18,320
　光熱水料費 58 50,456 50,456

　　備品費 59 12,556 12,556
　消耗品費 60 5,962 5,962
　保険料 61 4,026 4,026
　租税公課 62 133,944 133,944

　　交際費 63 6,139 6,139
       会議費 64 209 209
       交通費 65 1,698 1,698

 印刷製本費 66 232 232
       通信費 67 1,773 1,773

　　諸会費 68 2,274 2,274
　雑費 69 10,471 10,471
　減価償却費 70 106,492 106,492

経常費用計 71 8,017,294 4,802,700 2,178,440 4,716,361 19,714,795 132,520,104 2,138,413 154,373,312
投資有価証券評価損益等 72 0 △ 59,490 0 △ 109,912 △ 169,402 △ 1,361,405 △ 1,530,807

当期経常増減額 73 △ 7,738,844 △ 4,684,290 △ 2,178,440 △ 4,198,229 △ 18,799,803 51,130,093 △ 395,542 0 31,934,748
　２．経常外増減の部 74

（１）経常外収益 75
経常外収益計 76 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用 77 0
固定資産除却損 78 0 0 0 0 0 2 0 2

　経常外費用計 79 0 0 0 0 0 2 0 2
当期経常外増減額 80 0 0 0 0 0 △ 2 0 △ 2

他会計振替前当期一般正味財産増減額 81 △ 7,738,844 △ 4,684,290 △ 2,178,440 △ 4,198,229 △ 18,799,803 51,130,091 △ 395,542 0 31,934,746
 他会計振替額 82 0 0 0 18,000,000 18,000,000 △ 18,375,128 375,128 0
 法人会計から実施事業等会計 83

 法人会計からその他会計 84

 税引前一般正味財産増減額 85 △ 7,738,844 △ 4,684,290 △ 2,178,440 13,801,771 △ 799,803 32,754,963 △ 20,414 31,934,746
法人税・住民税及び事業税 86 16,044,141 16,044,141
当期一般正味財産増減額 87 △ 7,738,844 △ 4,684,290 △ 2,178,440 13,801,771 △ 799,803 16,710,822 △ 20,414 15,890,605
一般正味財産期首残高 88 606,055,329
一般正味財産期末残高 89 621,945,934

Ⅱ　指定正味財産増減の部 90
　論文奨励賞基金収入 91 0 0 0 0 0 0 0 0

当期指定正味財産増減額 92 0
指定正味財産期首残高 93 45,000,000 45,000,000
指定正味財産期末残高 94 45,000,000 45,000,000

正味財産期末残高 95 0 0 0 0 0 0 666,945,934

備　　　考

－８－

正味財産増減計算書内訳表
令和7年4月1日から令和8年3月31日

科　　目 項番
実施事業等会計

法人会計 内部取引 合計
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